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概要
gyoudori は見出し・ディスプレイ数式・フロートを行取り（行ドリ）で配置し，その前後
の本文の行を基本版面の行位置からずらさないための LATEX パッケージである．pLaTeX，
upLaTeX，LuaLaTeX（LuaTeX-ja）で動く．このパッケージは横組用である．英語版のマニュ
アル（gyoudori-en.pdf）もある．

1 行取りとは何か

行取り（行ドリ）とは恣意的なレイアウトのひとつで，見出しのように本文と大きさの違う要素
が行送り方向に占める領域を基本版面の何行分かとして決め，その後ろの本文の行を基本版面で決
めた行の位置（行のグリッド）からずらさないようにする方法である．
行取りは日本語の書籍などの組版で，各ページの本文の行を行のグリッドにそろえて配置するよ
う指定されたときに用いられる．このパッケージはそうした指定のもとで組版しなければならない
場合のための道具である．
このパッケージは横組用である．縦組は考慮していない（縦組で試した結果は 8節に記す）．

1.1 行取りの領域
n行取りの領域の行送り方向の大きさは JLREQ（W3C『日本語組版処理の要件』）§4.1.6の定義
のとおり

字の枠の高さ× n +行間× (n − 1) =行送り× (n − 1) +字の枠の高さ

である．つまり，n行分の行の位置のうち，1行目の字の枠の上端から n行目の字の枠の下端まで
の範囲である（図 1）．見た目にはページ（段）の途中ではこの領域の前後に行間が加わり，ページ
（段）の先頭では後ろにだけ行間が加わる．図の行送りはベースライン（破線）どうしの間隔で示
している．このマニュアルでは行送りを測る基準点を仮にベースラインとしている（1.3節）．
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本文

本文

見出し 3行取りの領域
3 ×字の枠+ 2 ×行間

字の枠
行間行送り

図 1 3行取りの領域と，その中央に置いた見出し（3行取り中央）

このパッケージは既定では内容を領域の中央に置く．位置の指定（t，c，b）で，上寄せと下寄
せに変えられる（図 2）．領域の中のどこに置くかは組版の指定によって異なり，JLREQも中央の
ほかの配置方法をあげている（3.3節）．

t：上寄せ c：中央（既定） b：下寄せ

図 2 領域の中での位置

1.2 このパッケージでの寸法
行送りには \normalsizeの \normalbaselineskipを，字の枠の高さには \normalsizeの「あ」
の高さ+深さ（JFMの寸法）を使う．文中で \smallなどに切り替えていても基準は本文の行のグ
リッドである（ディスプレイ数式と，gyoudori環境・\gyoudoriareaに localをつけた場合を除
く．3.1節，4.3節）．
字の枠の高さは JFMによって異なる．upLaTeX，LuaTeX-ja（jlreqを含む）の標準の JFMでは
全角幅と同じ（正方形の字の枠）で，JLREQの定義と一致する．pLaTeXの標準の JFM（jis）で
は全角幅の 0.952 倍である．このパッケージは JFM の字の枠に従うので，pLaTeX では領域が
JLREQの定義より全角幅の 0.048倍だけ短くなる．
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1.3 行送りの基準点と \baselineskip

JLREQ（§2.4.2の注）は行送りを「隣接する行同士の基準点から基準点までの距離」としている
が，基準点そのものは定めていない．基準点は処理系により異なるとしたうえで，横組では字の枠
の天地中央とする例が多いと述べているが，その根拠は示されていない．また，LATEX（TEX）は
行をベースラインで並べるので，天地中央を基準点とする考え方とは大きく異なる．
そこでこのマニュアルでは行送りの基準点を仮にベースラインとする．LATEXの既定の動作もこ
のパッケージの実装も，ベースラインを基準にしているからである．つまり，行送りはベースライ
ンどうしの間隔である．

LATEXの \baselineskipは隣接する行のベースラインの間隔である．TEXは前の行の深さと次
の行の高さから，ベースラインの間隔が \baselineskipになるように行の間にグルーを入れる．
ただし，行の間が \lineskiplimitより狭くなるときは代わりに \lineskipを入れるので，間隔は
\baselineskipより広がる．
このパッケージは本文の行送り b として \normalsize の \normalbaselineskip を使い

（\linespreadで変えた場合も反映される），ベースラインが bの間隔で並ぶ位置を本文の行の位置
（行のグリッド）とみなす．各行の字の枠はベースラインから上に「あ」の高さ h，下に深さ dの範
囲である．したがって n行取りの領域は 1行目のベースラインの h上から n行目のベースライン
の d下までで，大きさは (n − 1)b + h + dである．領域は 1行目のベースラインが直前の行のベー
スラインから bの位置に来るように置き，領域の後の行のベースラインが n行目のベースラインか
ら bの位置に来るようにする（7.2節）．ディスプレイ数式も式の 1行目と最後の行のベースライン
の中点を，領域の 1行目と最後の行のベースラインの中点に合わせて置く（7.3節）．
同じ大きさの文字だけが並ぶ行どうしでは基準点をどこにとっても行送りの値は変わらない．

JLREQの関係（行送り =文字サイズ +行間）も領域の大きさの式も，基準点によらない．基準点
の違いが効くのは大きな見出しのように文字の大きさが違う行を含むときで，ベースラインの間隔
と天地中央の間隔は一致しなくなる．このパッケージはそうした見出しなどを行取りの領域に収
め，前後の本文の行をベースラインで行のグリッドにそろえる．
また，このパッケージの行間（行送り −字の枠の高さ）は字の枠が正方形の JFMでは JLREQ
の行間（行送り −文字サイズ）と一致する．pLaTeXの標準の JFMでは字の枠の高さが全角幅の
0.952倍なので，JLREQの行間より全角幅の 0.048倍だけ大きくなる．

2 動作環境とインストール

•pLaTeX，upLaTeX，または LuaLaTeX+LuaTeX-ja（ltjsarticle，jlreqなど）．横組のみを対象と
する．

•LATEX 2022-06-01 以降（パッケージオプションにカーネルの key-value 機能 \DeclareKeys，
\ProcessKeyOptionsを，環境の前後の処理に環境フック \AddToHookを使う）．ほかのパッ
ケージは必要ない．
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gyoudori.styを TEXMFツリー（例えば tex/latex/gyoudori/）に置く．

3 使い方

3.1 gyoudori環境
\begin{gyoudori}[<オプション>]{<行数>}

<内容>

\end{gyoudori}

⟨内容 ⟩を ⟨行数 ⟩行取りする．⟨行数 ⟩は 1以上の整数で，そうでなければエラーになる．⟨オプ
ション ⟩には次のものをカンマで区切って指定する．

位置 t（上寄せ），c（中央．既定），b（下寄せ）のいずれか．
local 基準をその場の文字サイズにする（下記）．
indent，noindent ⟨ 内容 ⟩ の段落を字下げするかしないか．既定はパッケージオプション

indentによる（4.2節．既定は字下げしない）．

⟨内容 ⟩は垂直モードで組まれるので，複数行や文字サイズの変更を含められる．⟨内容 ⟩は字の枠
で位置を決める．1行目のベースラインの上に ⟨内容 ⟩の最後の文字サイズの「あ」の高さ，最後
の行のベースラインの下に「あ」の深さをとった範囲を，領域の中で位置の指定に従って置く．こ
のため，欧文だけの見出しも和文の見出しと同じ位置に置かれる．⟨内容 ⟩の字面が領域の外側の
行間に半分を超えてはみ出すときは警告を出す（パッケージオプション overflowでエラーにでき
る．4.1節）．

localをつけると，\normalsizeの行送りではなく，その場の文字サイズの「あ」の高さ・深さ
と \baselineskipを基準に行取りする．\smallなどに切り替えた部分のなかで，まわりの行にそ
ろえるときに使う（例：\begin{gyoudori}[b,local]{2}）．localをつけないときは文字サイズに
よらず \normalsizeの行送りが基準である．
本文の行である．前の段落の最後の行である．

3行取り中央の見出し

本文の行である．見出しの後の段落も行の位置からずれない．

2行取り下寄せの見出し
空行を置かずに続けた本文は字下げされない．
次は \small で組んだ部分のなかで local をつけた例である．グレーの帯で \small の行のグ
リッドを示す．
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\smallで組んだ本文の行である．

3行取り中央の見出し

続く本文の行も \smallのグリッドにのる．

•\end{gyoudori}の直後に空行がなければ，後続の文は字下げせず \parskipも入れない（ディ
スプレイ数式の後と同じ扱い）．空行があれば，新しい段落として字下げし \parskip も入
れる．

•領域は分割されない．ページ（段）の末尾に領域が入りきらなければ，見出し全体が次のペー
ジ（段）の先頭に送られる（JLREQ §4.1.7の a，c）．

•見出しの直後では改ページ・改段しない．見出しの後ろに本文の行が 1行も入らないときは
見出し全体が次のページ（段）の先頭に送られる（JLREQ §4.1.7の b）．いずれの場合も前の
ページ（段）の末尾は空いたままになる．

3.2 \gyoudoriarea命令
\gyoudoriarea[<オプション>]{<行数>}{<内容>}

gyoudori環境と同じく行取りする．⟨オプション ⟩も同じである．命令なので，直後の字下げの制
御はない．

3.3 JLREQの配置方法との対応
JLREQ §4.1.6は行取りによる別行見出しの配置方法として aから dをあげている．このパッ
ケージでは次のように書ける．

a　複数行の領域の中央 \begin{gyoudori}{3}（3行取り中央）．
b　中央に置き，前後に行単位の空きをとる 行送りの整数倍の空きを組みあわせる．例えば前を

1行アキにするなら，\vspace{\baselineskip}の後に gyoudori環境を置く．
c　領域の中の指定位置 上寄せ（t）と下寄せ（b）を用意している．それ以外の位置は ⟨内容 ⟩の

中に空きを入れて調整する．
d　1行の見出しを行の位置に置き，前を 1行アキ 本文と同じ大きさの見出しを 2行取り下寄せ
（位置 b，行数 2）にすると同じ配置になる．

見出しとしての行取りがページの先頭に来たとき 見出しの行取りの領域もページ（段）の先頭
では版面の天につき，領域の中の位置は位置の指定に従う（3.4節）．例えば dの「前を 1行アキに
した小見出し」（2行取り下寄せ）がページの先頭に来ると，1行目が空き見出しは 2行目に来る．
これは JLREQ §4.1.8の「常に 1行アキにする」方針に対応する．
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3.4 ページの先頭・末尾での行取りの領域
見出しに限らず，gyoudori環境，\gyoudoriarea，ディスプレイ数式の行取りの領域はページ送
りの都合で偶然ページ（段）の先頭や末尾に来ることがある．そのときの挙動は次のとおりであ
る．フロートの置き場所は LATEXが決めるのでここでは扱わない（4.5節）．
行取りの領域がページの先頭に来たとき 領域そのものが版面の天につき（天ツキ），領域の
前には行間が入らない．領域の中の位置はページの途中と同じく位置の指定（t，c，b）に従う
（図 3）．n行取りの次の行は n + 1行目から始まる．ディスプレイ数式も同じで，数式は領域の中
でページの途中と同じ位置に置かれる．

版面の天

1
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5

6

7

見出し

ページの途中
（c）

版面の天
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2

3

4
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7

見出し

ページの先頭
（t）

版面の天
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見出し

ページの先頭
（c）

版面の天

1
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4
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7

見出し

ページの先頭
（b）

図 3 3行取りの領域がページの途中と先頭に来たとき（左の数字は行番号）

行取りの領域がページの末尾に来たとき 領域は分割しない．領域が版面の最終行までに収まれ
ばそのページに置き，収まらなければ領域全体を次のページ（段）の先頭に送る．このとき前の
ページ（段）の末尾は入らなかった行数だけ空いたままになる．

•gyoudori環境と \gyoudoriareaは見出しとして使うことを想定して直後では改ページしな
い．領域が最終行で終わり，後ろに本文の行が 1行も入らないときも領域全体を次のページ
（段）に送る（3.1節）．

•ディスプレイ数式の後では改ページしてよい．領域が最終行で終わればそのページに収ま
り，続く本文は次のページ（段）の 1行目から始まる．複数行の数式も 1つの領域なので，
\allowdisplaybreaksを指定しても途中で改ページしない．

4 パッケージオプション

オプションは key-value形式で指定する．真偽値のオプションはキーだけを書くと trueになる．
\usepackage[displaymath,float,textfloatsep=2\baselineskip]{gyoudori}
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4.1 overflow=warning|error

gyoudori環境・\gyoudoriareaの ⟨内容 ⟩が領域に収まらないとき（字面が領域の外側の行間
に半分を超えてはみ出すとき）に，警告を出すか（warning．既定），エラーにするか（error）を
指定する．行数は自動では増やさない．

4.2 indent=true|false

gyoudori環境・\gyoudoriareaの ⟨内容 ⟩の段落を字下げするかを指定する．既定は false（字
下げしない）である．環境ごとに indent，noindentで変えられる（3.1節）．

4.3 displaymath=true|false

ディスプレイ数式を自動的に行取りする．既定は falseである．
対象 equation，eqnarray，\[と \]で囲む数式（displaymath環境）と，amsmathの equation*，

align，gather，multline，flalign，alignat，およびそれぞれの *つきである．$$で囲む数式は
対象外である．式番号，\label，\eqrefは，このオプションを使わないときと同じように使える．
行数 数式が要する行数に 1行を足した行数で行取りする．2行に満たなければ 2行とする．足
す行数は displaymathextraで変えられる（4.4節）．数式が要する行数とは，その行数の領域の外
側の行間に半分まではみ出して数式が収まる最少の行数である．本文の行の字面が字の枠からはみ
出すのと同じ扱いである．例えば，1行で足りる式は 2行取り，2行を要する式は 3行取りにな
る．式の上下には，合わせて 1行分のアキが加わる．数式の前後の \abovedisplayskipなどは使
わない．
位置 数式はその 1行目と最後の行のベースラインの中点を，領域の 1行目と最後の行のベース
ラインの中点に合わせて置く．1行の式は奇数行取りなら式のベースラインが中央の行のベースラ
インにのり，偶数行取りなら 2つの行のベースラインの中間に来る．式番号が下の行に付いた式な
ど，上下が非対称でこの位置では収まらない式は収まる範囲に寄せて置く．
測り方 amsmathが各行に入れる支柱（\strut）は「あ」の字の枠の大きさにして測るので，見
えない支柱の深さで行数は増えない．式の直前に hyperrefのリンクの着地点などが入ってもそれ
を 1行と数えることはない．
行取りの基準 その場の文字サイズの「あ」の高さ・深さと \baselineskipである．\normalsize

の本文では \normalsizeの行送りと同じになり，脚注や \smallで組んだ解答などのなかではまわ
りの行送りにそろう．
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本文の行である．次の式は行取りされる．

a = b + c (1)

d = e (2)

式の後の本文もグリッドにのる．

x = y

本文の行である．
グレーの帯で行のグリッド（各行の字の枠）を示す．この例では 2行の alignは 3行取り，1行
の gather*は 2行取りの領域の中央に置かれ，その前後の本文はどれもグリッドにのっている．
分数や積分，総和を含む大きな数式も要する行数に 1行を足した行数で行取りされる．
本文の行である．積分と総和の式である．

∫ 1

0
f(x) dx =

n∑
k=1

ak

k!
(3)

式の後の本文である．次は 2行の式である．

Sn =
n∑

k=1

k = n(n + 1)
2

(4)

I =
∫ ∞

−∞
e−x2

dx =
√

π (5)

続く本文である．場合分けの式である．

f(x) =

{
x2

2 (x ≥ 0)
−x (x < 0)

(6)

最後の本文の行である．
この例では上から 3行取り，5行取り，3行取りになっている．どの場合も次の本文はグリッド
にのる．
次は \smallで組んだ部分のなかの例である．グレーの帯で \smallの行のグリッドを示す．

\smallで組んだ解答の行である． ∫ 1

0
x2 dx = 1

3

続く行も \smallのグリッドにのる．
x = y

最後の行である．
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4.4 displaymathextra=⟨整数 ⟩

displaymathで，ディスプレイ数式が要する行数に足す行数を指定する（0以上の整数）．既定
は 1である．行取りの行数は「要する行数 +この値」で，2行に満たなければ 2行とする．0にす
ると，数式が収まる最少の行数（2行以上）になり，式と前後の行の字の枠との間は行間の半分ま
で詰まることがある．2以上にすると，その分だけ式の上下のアキが広がる．
\usepackage[displaymath,displaymathextra=0]{gyoudori}

4.5 float=true|false

フロートを行取りで配置する．既定は falseである．以下ではページ（段）の上に置かれたフ
ロートを「上のフロート」，下に置かれたものを「下のフロート」，本文の途中（配置の指定 hの位
置）に置かれたものを「本文中のフロート」と呼ぶ．

•フロートはそれが収まる最少の行数（1行以上）の行取りの領域の大きさにする．
•置き場所が決まったら，領域の中での位置を次のようにする．上のフロートは上寄せで，領域
の上端を本文 1行目の字の枠の上端にそろえる．下のフロートは下寄せで，領域の下端を本文
の行の字の枠の下端にそろえる．本文中のフロートは中央で，前後の本文の行にそろえる．

•フロートまわりの 5つのアキ（\floatsepなど．次節）は「行間 +行送りの整数倍」のうち指
定値以上で最小の値に丸め，伸縮をなくす．\intextsepはフロートの上下に入るので，行間
を半分ずつ割り振った値になる．

•フロートだけのページ（段）ではフロートを上寄せにし，最初のフロートの領域の上端を本文
1行目の字の枠の上端にそろえる．フロートの間のアキ（\@fpsep）も同じように丸める．

•版面より高いフロートは LATEXと同じく警告を出して縮めて置く．その上端を行の位置にそ
ろえるため，LATEXより少し（7.4節の \@fptopの分）多く縮める．

これにより，フロートの前後で本文の行は行の位置からずれない．LATEXは [h]だけの指定を [ht]

に変える．その場に置けずに上に回ったフロートは上寄せで組み直される．本文中のフロートの直
前では改段しない．

4.6 floatsep，textfloatsep，intextsep，dblfloatsep，dbltextfloatsep

同名の長さを設定する．指定しなければ，クラスファイルの値を使う．float=trueのときはこ
の値をもとに上記の丸めを行う．

5 ほかのパッケージとの併用

以下は float=trueのときの動作である．

nidanfloat 段抜きのフロート（figure*）は上なら版面の上端に，下なら版面に入る最終行の字の
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枠の下端にそろえる．2段組の段ごとの下のフロートは段に入る最終行の字の枠の下端にそろ
える．読み込み順は問わない．

stfloats 段抜きのフロートの上と下を同じようにそろえる．
flushend 最終ページでそろえた段の中のグルーを伸縮させず，行を行の位置に保つ．spread，

shrink系のオプションは効かない．左右の段のつなぎ目の間隔は行送りの整数倍に切り上
げる．

evenend （LuaLaTeX）最終ページでそろえた段のフロートを，上なら上寄せ，下なら下寄せにそ
ろえる．段数の切り換えや最終ページで持ち越されて段の上に置かれる段内フロートも上寄せ
にそろえる．

6 JLREQとの関係

JLREQの行取りに関する記述と，このパッケージの動作を照合した．

行送りの基準点（§2.4.2の注） JLREQは基準点を定めていない．このパッケージはベースライ
ンを基準点とする（1.3節）．

領域の大きさ（§2.5.2，§4.1.6） 一致する．字の枠には JFMの寸法を使うので，pLaTeXの標準
の JFMでは正方形の字の枠を前提にした定義より全角幅の 0.048倍だけ短くなる（1.2節）．

領域の中の配置（§4.1.6の aから d） aは既定の中央で，cは上寄せ・下寄せで対応する．bと d
は組みあわせで実現する（3.3節）．

ページ末・段末の見出し（§4.1.7） 一致する．領域が入りきらないときと，見出しの後ろに本文
の行が 1行も入らないときは見出し全体を次のページ（段）の先頭に送る．縦組の偶数ページ
の例外は横組のみが対象なので扱わない．

ページ先頭の見出し（§4.1.6，§4.1.8） 一致する．領域は版面の天につき，その後ろにだけ行間
が加わる（§4.1.6）．前を 1行アキにした小見出しでは §4.1.8の 3つの方針のうち「常に 1行ア
キにする」に対応する（3.3節）．

段の末尾の空き（§4.1.7の c） JLREQは段末を空けないための何らかの処理を望ましいとしつ
つ，やむを得ない場合は空けてよいとしている．このパッケージは空けたままにする．

別行の数式（§4.1.6の Note） JLREQは文字サイズより大きい別行の数式について，行取りで
指定する方法と，前後に最低の行間をとって半端を版面の中で調整する方法をあげている．
displaymathは前者である．数式が要する行数に 1行を足すこと（displaymathextraで変え
られる）と，最少 2行とすることはこのパッケージの設計である．

図版（§2.5.2，§4.3） JLREQは図版などの行送り方向の占める領域も基本版面の行の位置にそ
ろえるべきだとしている．floatはこれに従う．図版の前後に本文が 1行だけ来る配置を避け
ること（§4.3）は LATEXのフロート配置に任せており，扱わない．
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7 仕組み

7.1 記号
b：行送り（\normalsizeの \normalbaselineskip），h，d：\normalsizeの「あ」の高さと深さ

（字の枠），g = b − h − d：行間，A(n) = (n − 1)b + h + d：n行取りの領域の高さ，t1：版面（段）の
上端から本文 1行目のベースラインまで（\topskipと hの大きいほう．TEXは 1行目の高さが
\topskipより大きいと，ベースラインを行の高さの位置に置く）．
特定のクラスの設定は前提にしていない．クラスについて前提にしているのは次のことだけで
ある．

•本文の行送りが，\normalsizeを実行したときの \normalbaselineskipになること（文字サ
イズを \fontsizeや \@setfontsizeで定める通常の定義ならそうなる）．

•本文の行の高さ・深さが「あ」の高さ・深さ（JFMの字の枠）であること．
•本文の段落の間の \parskipが 0であること（0でなければ，このパッケージによらず段落ご
とに行の位置がずれる）．

版面の高さ（\textheight）が行送りの整数倍にそろっている必要はない．\topskip，\maxdepth，
フロートまわりのアキはクラスの値をそのまま使う（アキは丸める）．

7.2 行取りの領域の置き方
内容を高さ A(n)の \vboxに組み，その高さを hに，深さを 0につけ替える（中身は下にはみ出
して描かれる）．段落を閉じてから，この箱，行送りの n − 1倍のカーン，高さ 0・深さ dの空の箱
を続けて置く．TEXは直前の行のベースラインから bの位置に箱のベースライン（領域の 1行目の
ベースライン）が来るように \baselineskipのグルーを入れる．空の箱が領域の最後の行にあた
るので，次の行はそのベースラインから bの位置，つまり n + 1行目に来る．ページ（段）の先頭
では \topskipによって領域の上端が 1行目の字の枠の上端につく．3つの要素の間では改ページ
できず，ページ分割の上では n行の本文の行と同じに扱われる．この置き方は阿部紀行氏のアルゴ
リズム（https://abenori.blogspot.com/2017/12/gyodori.html）を参考にし，改良を加えたも
のである．阿部氏のアルゴリズムは領域を深さの大きい 1つの箱で表すが，深さが \maxdepthを
超える箱はページ分割で最終行の下にはみ出すことがあるので，3つの要素に分けた．

gyoudori環境と \gyoudoriareaでは ⟨内容 ⟩の箱の先頭に \penalty−10000を置き，ディスプ
レイ数式と同じ方法（7.3節）で 1行目と最後の行のベースラインの距離 ∆を求める．⟨内容 ⟩の
最後の文字サイズの「あ」の高さ・深さを hc，dc とし，字の枠の範囲（高さ ∆ + hc + dc）を位置
に応じて領域の上端・中央・下端にそろえる．localをつけたときは h，d，bにその場の「あ」の
高さ・深さと \baselineskipを使う．

gyoudori環境と \gyoudoriareaは置いた直後に \nobreakを入れて，見出しの直後での改ペー
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ジを禁じる．gyoudori環境と数式の環境の後では LATEXの \@doendpeと同じ仕組みで，空行がな
ければ次の段落を字下げせず，\parskipも 0にする．

7.3 ディスプレイ数式
h，d，bにはその場の「あ」の高さ・深さと \baselineskipを使う．

1. 環境フック（env/<環境名>/before と after）で，環境の外側に \vbox を開き，その中で
\abovedisplayskipなどを 0にして数式を組む．箱の中では \strutboxを「あ」の字の枠の
大きさにし（amsmathの各行の支柱），\predisplaypenaltyを −10000にする．

2. TEXは式の直前に \predisplaypenaltyを入れるので，そこで \vsplitして，式の前の部分
（式の前に段落ができたときの行など）と式の部分に分ける．以下では式の部分だけを測る．
式の前の部分は最後に高さ 0の箱にして式の先頭に重ねて残す．

3. 式の部分の先頭に \penalty−10000を置いた複製を，\splittopskipを十分大きな値 S にし
て \vsplitすると，残りの先頭に「S − 1行目の高さ」のグルーが入る．そこで「残りの高さ
−S」が，数式の 1行目と最後の行のベースラインの距離 ∆になる．

4. 数式の箱の高さを H，深さを Dとすると，最後の行のベースラインは箱の上端から H，1行
目は H − ∆の位置にある．領域の上端から箱の上端までの距離を

y = h + (n − 1)b
2

− H + ∆
2

とすると，数式のベースラインの中点が領域のベースラインの中点にそろう．
5. k = 1から順に増やし，H + D ≤ A(k) + gとなる最小の k（数式が要する行数．箱は領域の外側
の行間に半分まではみ出してよい）を求め，n = k +eとする．eは displaymathextraの値（既
定は 1）で，n < 2なら n = 2とする．yが−g/2より小さければ−g/2に，A(n) + g/2 − H − D

より大きければその値にして，箱を収まる範囲に寄せる．
6. 箱を領域の中で yだけ下げて，7.2節と同じ方法で置く．

7.4 フロート
大きさ \@endfloatboxの後で，フロートの箱を，高さ +深さ ≤ A(n)となる最小の n（1以上）

の高さ A(n)の \vboxに組み直す（中身は上寄せ）．
組み直し 置き場所が決まったら，箱の外形（高さと深さ）を保ったまま，中身を位置 p（t，c，

b）に置き直し，さらに δ だけ下げる．外形を変えないので LATEXのフロート配置の計算は変
わらず，段抜きフロートの印（深さ 1 sp）も保たれる．\@endfloatboxを通らずに積まれた箱
（\twocolumnの段抜きの表題など）は中身を取り出せないので組み直さない．

上のフロート（\@cflt） p = t，δ = t1 − h．領域の上端が本文 1行目の字の枠の上端に来る．
下のフロート（\@cflb） p = b，δ = d − dlast．dlast は段の最後の箱の深さである（段の箱の深さ

は \maxdepthで打ち切られていることがあるので，最後の箱を取り出して測る）．フロートの
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並びの末尾には高さ 0・深さ dの空の行と，「r − d」のグルーを置く．rは「段の高さ −t1」を
bで割った余りである．こうすると，\clearpageの \vfilで押し下げられたときも並びの下
端が段に入る最終行の字の枠の下端にそろい，字の枠の下端が版面からはみ出すクラスでも
Overfullにならない．押し下げられた場合（段の末尾がグルー）は δ = 0とし，\@textbottom

の伸びを打ち消す．
本文中のフロート（\@addtocurcol） p = c，δ = g/2 + d − dprev．dprev は直前の行の深さ
（\@pagedp）である．フロートの直前には \nobreak を入れさせ，段の先頭に来ないように
する．

アキの丸め 各アキを，g + kb（kは 0以上の整数）のうち指定値以上で最小の値にし，伸縮をな
くす．\intextsepはフロートの上下に入るので g/2 + kbとする．こうすると「フロートの領
域 +アキ」が行送りの整数倍になり，本文の行がずれない．

フロートだけのページ \@fptop を t1 − h（伸縮なし）にし，\@fpsep をほかのアキと同じく丸
め，\@fpbot に伸びを残す．フロートを積む \@wtryfc で中身を上寄せに組み直す（本文中
のフロートとして試したときの組み方が残っているため）．収まるかの判定（\@xtryfc）は
\@fptopを数えないので，判定の間だけ段の高さから差し引く．LATEXは版面より高いフロー
トを版面の高さに縮める（\@largefloatcheck）が，この判定と合わせて \@fptopの分も縮
め，警告を出す．段抜きのフロートだけのページも同じである．

脚注の積み順 pLaTeXの \@makecolはフロートの後に脚注を積むので，rを求めるときに脚注の
高さを段の高さから引く．LATEX 2025-06-01以降の \@makecol（LuaLaTeXなど）は脚注の後
にフロートを積むので，下のフロートがある段では脚注の前に \vfilを入れ，脚注と下のフ
ロートを版面の下端に置く．

7.5 ほかのパッケージとの接続
段抜きのフロート（\@comdblflelt） \@dbltoplistにあれば上の並びで，p = t，δ = t1 − hで
ある．なければ下の並び（nidanfloat，stfloats）で，p = b，δ = d − r（rは「\textheight − t1」
を bで割った余り）とし，並びの先頭に \vfilを置く．

nidanfloat 段ごとの上のフロートは \@cfltと同じである．下のフロートは \L@cflb，\R@cflbを
置き換え，並びを段に入る最終行の字の枠の下端にそろえ，伸びは本文とフロートの間に
置く．

flushend 最終ページの段を組み上げた後，段の中のグルーを伸縮させずに組み直す（末尾に fill
次のグルー）．左右の段のつなぎ目（\atColsBreak）では左段の最後の要素のベースラインか
ら右段の最初の要素のベースラインまでを，bの整数倍に切り上げる．フロートの箱では中身
のずらし量 δも考慮する．

evenend 最終ページの段内フロートの複製をとる前に，上のフロートを t に，下のフロー
トを b に組み直す．持ち越された段内フロートは evenend が段に入れる前に呼ぶフック
evenend/deferredfloatで，上のフロートと同じく組み直す．
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8 制限事項

•フロートの行取りは \normalsizeの行送りが基準である．gyoudori環境と \gyoudoriareaも
localをつけなければ同じである（3.1節）．

•箇条書きの \topsep，\itemsep，\parsepは行送りの整数倍ではないので，箇条書きの中や前
後では行の位置がずれる．

•縦組は考慮していない．ただし試した範囲（pLaTeXの tarticleと jlreqの tate，LuaLaTeXの
ltjtarticle）では gyoudori環境，ディスプレイ数式，フロートの行取りは横組と同じように働
き，前後の本文の行は行のグリッドにのる．縦組では行が右から左へ進むので，位置の tは右
寄せ，bは左寄せになり，ページの先頭に来た領域は版面の右端につく．JLREQ §4.1.7の縦組
の偶数ページの例外は扱わない．縦組での 2段組や，ほかのパッケージとの併用は試してい
ない．

•\flushbottomの文書，floatパッケージの [H]との組みあわせは試していない．
•flushendと脚注と，最終ページの下のフロートまたは本文中のフロートが重なると，本文が

1 pt前後ずれることがある．
•stfloatsの \fnbelowfloatは pLaTeXでは効かない（pLaTeXは独自の \@makecolを使うため）．
•$$で囲んだディスプレイ数式は行取りしない．
•既知の未対応事項：nidanfloatは左の段からあふれた本文を右の段につなぐとき，左の段の最
後の行の深さを考えずに行間を入れるので，右の段の行が「あ」の深さだけずれることがあ
る．ページの組み方によって起きたり起きなかったりする．

•既知の未対応事項：pLaTeXで float，nidanfloat，脚注を一緒に使うと，段組のページの出力
で Overfullが出ることがある．

9 参考文献

•W3C, Requirements for Japanese Text Layout（日本語組版処理の要件），https://www.w3.org/

TR/jlreq/

•阿部紀行「行取り」，https://abenori.blogspot.com/2017/12/gyodori.html

10 ライセンス

MITライセンスである．
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